
近畿及び名古屋・東海地区における
機関リポジトリコミュニティ形成の支援

(領域3)

オープンアクセス・サミット2013

平成24年度CSI委託事業報告会



目的

• 学術情報のオープンアクセス化推進
• 機関リポジトリとその活動の推進
• 担当者間の有意義なコミュニティ形成



実施内容

• 連続研修会の実施
• 機関訪問



近畿地区（平成22年度）

連続研修会
• 第１回 みんなで未構築機関向けの話をしよう

（会場：神戸市外国語大学）

• 第２回 コンテンツの集め方について話をしよう
（会場：龍谷大学）

• 第３回 研究機関の情報発信とは？

‐皆様に具体的手段を提供します‐
（会場：奈良女子大学）

• 第４回 学内広報で協力者を探そう！
（会場：神戸市外国語大学）

• 第５回 一年のまとめとメタデータ
（会場：大阪市立大学）

近隣⼤学訪問 8⼤学
技術研修会



近畿地区（平成23年度）

連続研修会
• 第１回 研究成果公開のための機関リポジトリ

（会場：追手門学院大学）

• 第２回 小規模大学のIR・NII共用リポジトリ説明会
（会場：神戸松陰女子学院大学）

• 名古屋 名古屋地区でもIRコミュニティを！・NII共用リポジトリ説明会
（会場：椙山女学園大学）

• 第３回 IRのための著作権・IRのコンテンツ収集・テーマ別グループディ
スカッション
（会場：京都ノートルダム女子大学）

• 第４回 IRと業績DBの連携・学内広報・年間活動総括
（会場：奈良先端科学技術大学院大学）

近隣⼤学訪問 3⼤学
先⾏機関訪問 2⼤学



成果

• リポジトリ設置機関の増加
• “顔の⾒える” 機関リポジトリ担当者
コミュニティの形成

平成24年度は
名古屋・東海地区へ



名古屋・東海地区（平成24年度）

第1回研修会
平成24年9⽉28⽇(⾦)
名古屋⼤学附属図書館
参加者33名

• 講演「機関リポジトリの意義
• 事例報告１「⼩規模⼤学でのリポジトリ開設 –

JAIRO Cloudを利⽤して–」(関⻄福祉⼤学)
• 事例報告２「Sugiyama機関リポジトリの過去・現

在・未来 Next Innovation→」(椙⼭⼥学園⼤学)
• なんでも質問⼤会

第1回研修会



名古屋・東海地区（平成24年度）

第2回研修会
平成24年11⽉1⽇(⽊)
名古屋⼯業⼤学
参加者35名

• 講演「EJ・コンソ・オープンアクセス」
• 事例報告1 「リポジトリ⽴ち上げから現在まで愛知淑徳⼤

学の場合」(愛知淑徳⼤学）
• 事例報告2 「リポジトリ原則登録のルールづくり」(名古

屋⼯業⼤学）
• 事例報告3 「⼤阪⻘⼭⼤学でのリポジトリ構築をとおして

–JAIRO Cloudでの構築–」(⼤阪⻘⼭⼤学) 
• なんでも質問⼤会

第2回研修会



名古屋・東海地区（平成24年度）

第3回研修会
平成24年12⽉6⽇(⽊)
愛知⼤学 名古屋図書館
参加者32名

• 講演「インドの機関リポジトリ：現状と思想」
• 事例報告 「岐⾩⼤学機関リポジトリ: ワーキンググループ

での分業」(岐⾩⼤学)
• 実演 JAIRO Cloud （愛知⼤学）
• パネルディスカッション・構築済み機関に聞く著作権処理

(⼭⼝⼤学，静岡⼤学，岐⾩⼤学，名古屋⼯業⼤学，名古
屋⼤学)

• なんでも質問⼤会

第3回研修会



名古屋・東海地区（平成24年度）

機関訪問
・名城⼤学
・静岡理⼯科⼤学
・北海道⼤学
リポジトリに構築に関する相談，情報収集



アンケート結果

参加者 機関種別(アンケートから)
（総数） 私立 公立 国立 その他

第1回 33 18 5 3 0
第2回 35 12 6 13 0
第3回 32 14 7 8 0
合計 100 44 18 24 0

平成24年度連続研修会参加者集計（機関種別）



アンケート結果

構築種別（アンケートから）
構築済 構築中 検討中 機運だ

け
白紙・そ
の他

第1回 8 8 9 1 0
第2回 16 8 7 0 0
第3回 11 8 8 1 1
合計 35 24 24 2 1

平成24年度連続研修会参加者集計（機関リポジト
リ構築状況）



アンケート結果

人のつながりもでき，心強いです。

こういう研修会が３回で終わるのは
もったいない。

近くの同じ業務をする
方々と直接会って話せる
機会が有難いです。

このように“軽いノリ”で参加できる場，
活動を今後も行ってほしい。

職員数も少なく，
相談できる人も
少ないので，とて
も助かりました。



今後の課題

コミュニティの安定的な持続
・メーリングリスト運⽤
・研修会開催


